










































2001. 2 ;拙稿[アレクサンドリアのクレメンスにおける「党知者J(gnostikos) 
の本質J(rエイコーンー東方キリスト教研究第28号34-51頁，新世社3
2003年12月)， rアレクサンドリアのクレメンスにおける「訓導者J(paidagogos) 
の意義J(rノfトリスティカー教父研究-J第 9号112-127頁，新世社， 2005 
年 3月などを参照されたp)0 本稿では早速 fプロトレプテイコス』の訳文に







著作家集j叢警に収められたクレメンス全集の第 1巻 (1905年子1]) を伺いう
ミーニュ版のラテン語訳，それに最新のハンガリ一語訳 (ford.Toth Vencel， 
Alex，αndriai Kelemen， Protrettikosz: Buzditas a go・ro旨okhoz，Budapest 2006) とイ
タリア語訳 (tr.M. Galloni， Clemente Alessandrino: n Protrettico， Roma 1991) 
のほか，伝統ある仏訳 (tr.C. Mondesert， Sources Chr批iennestom.2;Paris 
1976， 3me ed.) および英訳 (tr.G.W. Butterworth， Loeb Classical Library 







































































て倒錯し，正義に民を仕掛ける偽善者たちを， <マムシの子ら) (マタイ 3，7)































































































的に告知していたが 今ではすでに明白に 救いに向けて招いている。 8.1)
だからわれわれは，使徒の教えに信頼し， <大気に対ーする権能の長，不従)1債の













救いに関して多声であり多様である o 威嚇しつつ法を定め 罵倒しつつ回心さ

































































































































































































らザクロが芽生えたと考えているからである o 4) コリュパンテスたちは，カ
ベイロイとも呼ばれていて その儀礼はカベイリケと名づけられている O かの
二人の兄弟殺しが，ディニュソスの恥部の入った能を，テュッレニアへと持ち
去り，有名な品の運び手となったからである O そこで彼らは話し合い，自分た






























































23.1) さてこれらが， <無神者〉たちの秘儀である O 彼らをく無持者〉と|呼
ぶのが相応しいことは 彼らが棄に存在する神を知らず ティタン族によって
引き裂かれた嬰児と女児を悼み 語られざる部分を真に差恥の念から恥知らず















































































































28.1) さて，ゼウスとは 3人であると記す人々がある。それによれば， う
ち一人はアルカディアのアイテールの子であり，残りの二人はクロノスの子だ
という。さらにそのこ人のうち一人はクレタ島におり， もう一人はやはりアル












































と歌っている o 5)一方へブアイストスは，ゼウスがオリュンポスから， <神々
しい敷居より)aイリアスj1， 591)投げ落としたためにレムノス島に落下し，
鍛冶場で、仕事をしていた。したがって彼は両足が不自由で， <細いすねでせわ























































































































































































なかったのである。 37.1) なんとも ゼウスは麗しい。彼は預言者にして客




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ネ8，23:3， 31: 4， 25) ことに心する者たちなのだ。
60.1)だが多くの人々はこのようには考えない。恥や恐れを投げ捨てて，
奇神の非本性的な情欲をおのが家に描く。刺繍の絵画を高く掲げてそれに見入
























































































46 秋山 J~~ ? てf-
巻で述べている通りである。スキュタイ人の中でもサウロマタイ族は， ヒケ


















































































































































































































































はなかった。 75.1) わたしはすでに万人に 次のことは明らかとなっている
と考える。すなわち 真理の御言葉なくして何かを為そうとしたり，語ったり
しようとするものは，基礎なく歩むことを強いられるものに似ているというこ



































































































41， 20， 4， 26) 0 4)彼は言う，それらとともに諸元素も宇宙も破滅するであ














ない神々にぬかずいている) (イザヤ45，19以下)0 4) そのやや後で，預言者











とくに取り上げる> (イザヤ10，14) 0 80. 1)ではあなたに 智恵を受けたへブ
ライの子f共たちから，智恵の神秘と言葉を告げることにしよう。〈主はその道
の初めに，自らの業としてわたしを創られた) (歳言8，22)，あるいは〈主は
















を置く者はみな幸p) (詩篇 2，12) 0 81. 1)すでに主はわれわれをいたく憐れ
み，救いの歌を，いわば行進のリズムでわれらに与えた。〈人の子らよ，いっ
たいいつまであなた方は頑なな心でいるのか。何のためにあなた方は虚無を愛



















て非難されることがあってはならぬ) (綾言 3， 11) 0 2) おお，なんと溢れん
ばかりの人間愛であることか。弟子に対する師のごとくにではなく，召使に対
する主人のようでもなく 人に対する神のようでもなく 〈温厚な父親のごと
くに)，神は子らに訓戒する o 3) その後，モーセは御言葉について聞きくわ







の王国に入ることは決してできなp) (マタイ 18，2;ヨハネ 3，5)。ではどの
ようにして，天国に入ることが異邦人に許されるのだろうか。 5)といっても
思うに，あなたが帳簿に記され，自由な市民となり，父を受け入れたときに，
〈父に属する人のうちに) (ルカ 2，49)入り そのときに天の国を受け継ぐに
適う者とされ，父祖伝来の国を，正真正銘の子 〈愛された子〉とともに与か
























させ， さまよう者を関から立ち上がらせる。 2)主は語る。〈自覚めよ， I眠れ
る者よ。死者のうちから立ち上がれ。主なるキリスト)，復活の太陽が，くあな
たに輝き出でるであろう O 夜明けの明星よりも先に生まれ 自らの光線で生命















びとは続くであろう O そして真の「今日j すなわち欠けることなき神の臼は
永遠に向けて伸びる O われわれは神的な言葉の声に聴き従おう。〈今5とは永
遠の時代の似像，一日とは光の象徴，御言葉は人関にとっての光，それを通じ












約束するものだからである> (1テモテ 4.8)0 4) では人間たちよ，永遠の










































































































「母は愛しい子らを悼んで，あたりを飛び廻るJ(rイリアスJ2， 315) 0 
これに対して父なる神は 被造物を捜し求め 墜落を癒し 獣を追い払い，雛





































































う> (イザヤ 1， 19)，これは従順の恵みである。くしかるにもし，あなた方が
わたしの言葉に聴き従わず，望みもしないなら，剣と火があなた方を食い尽く
す〉。これは反逆に対する裁きである Oくというのも主の口がこれらの事柄を語っ

























































































道なのだ¥と(マタイ 7，13-14;ヨハネ 3， 13; 31)。地上では綿く，蔑まれ















































































世記19章)0 104. 1 )これらの声が，あなたに対して神から語りかけられてい
るのだ，と考えるがよい。石や木や鳥や蛇を神聖だと考えではならない，人間







































ろう> (詩篇72，9) と聖書は語る O 地面から空に向かつて頭を挙げ，天を見上




である o われわれはただ 全霊を込めて回心しよう O 全撃において神を容れる
ことができるためである o 4) 主は言われる。〈民のすべての集いよ，主に希
望を置くがよい。あなた方の心をすべて，主の前に注きず出そう) (詩縞72，8) 0 
主は悪事と無縁の者たちに向かつて語りかけ憐れみ，正義で満たされる。人よ，
信じるがよい，人であり神である方を。信じるのだ，苦しみを受け崇められる














う。 3)この智慧によってこそ 3 父のもとに駆け寄る子どもたちにとって父は
よき父親となり，また子を思う荷親にとって，子はよき子どもとなるのであ
る。また花婿のあり方をよくわきまえる夫は，妻にとってよき配偶者となる。
























































































































永遠の生命であり この光に与かるものはすべて生きる O しかるに夜はこの光
を恐れ，恐怖の故に身を憶し，主の日の前に退却する。万物は限ることのない
光となり，日没は日の出となった。これこそ く新しき創造>(ガラテヤ 6，15) 
として望まれていたものであった。 3)なぜなら万物を踏みしだく 〈正義の
太陽>(マラキ 4，2)は， (自らの太陽をすべての人々の上に昇らせる)(マタ




























































































































3 )来たれ，おお老人よ，わたしの許へ。汝もまた，テパイを後にして I~ いの
術やパッコスの喧騒をなげうち，真理に向かつて導かれよ。克よ，わたしは頼










80 秋山 ，~ . 寸'
とともに，生まれずして破滅を知らず，唯一神である方の周りで踊りを舞うが


















































きなのだ。 3)もしく友の財産は共通> (プラトン fファイドロスj279c)で
あり，かつ人間が神に愛しいものであるとすれば(というのも入は御言葉の介
在を通して神に殺しい存在である)，すべては人間のものとなるだろう。すべ
ては神のものであり，すべては親しき双方 神と人とに共通なのだから。 4)
いまやわれわれは， <神を畏れる者のみが富み，節度を有し，高貴で，それゆ
えに神の似姿であり像でもある〉と主張すべき時であろう。そして，キリスト・
イエスによってく節度を伴って義しく敬慶である> (プラトン[テアイテトス』
176b)者は，その限りにおいてすでに神に似た者ともなっている，とも主張
しかっ信ずるべきであろう O
123. 1 )かくして預言者は，この恵みを隠すことなくこう述べている。「わ
たしは言う。くあなたがたは神々であり，みな，いと高き方の子らである>J (詩
篇81，6)。というのも神はわれわれを形作りわれわれだけに対してくその父〉
と呼ばれることを望む。そのわれわれが〈信じない者〉であってはならない。
というのもこのようなあり方こそ キリストの従者たるわれわれの態度だから
である O 意国に従って，言葉がある。言葉に沿って，行為が成立する。業によっ
て，生が形成される。キリストを知った人々の生涯は，すべて麗しい0
123.2)わたしは以上で論述は十分だと考える。たとえこれ以上記したとし
82 ~*山 学
ても，それは人間愛からであり，私の持てるものを神から注ぎだすだけであり，
普の中で最良のもの，救いを勧めることのみである。というのも，それ自体が
終わりというものをまったく持つことがない生命に関しては，その神秘を語ろ
うとする言葉は，終わることを望まないからである。だがあなた方にはまだ，
裁きと恵みのどちらが有用であるか，それを選択するという最後の行為が残さ
れている。わたしとしては，この二つのどちらがより優れているか，迷うには
当たらないと考える。生命を破滅と並置することすら 許されることではある
まい。
